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●
「
コ
」
の
字
形
の
宿
 

●
「
池
須
守
」
の
墓
 

●
葛
西
囃
子
発
祥
の
神
社
 

 
道

路
右

手
に

あ
る

葛
西
神

社
と

、
少

し
先

の
左
手

に
あ

る
光
蔵

寺
へ

。
葛

西
神

社
は

元
歴
２

年
（
1
1
8
5
）

創
建

と
い

わ
れ
る

古
い

神
社
。

葛
西

囃
子

（
か

さ
い
ば

や
し

）
発
祥

の
地

と
さ

れ
、

境
内
に

「
葛

西
ば
や

し
」

の
石

碑
が

あ
り
ま

す
。

光
蔵
寺

も
貞

応
元

年
（

1
2
2
2
）

僧
法
海

が
草

庵
を

結
ん

だ
の

が
始
ま

り
と

い
わ
れ

る
古

い

い
じ
ゅ
く
）
へ
は
船
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
千
住
に
次
ぐ

２
番

目
の

宿
で

す
が

、
大

名
な

ど
が

泊
ま

る
本

陣
は

な
く
、
一
般
旅
人
用
の
旅
籠
の
み
。
宿
に
入
っ
て
す
ぐ
直
角

に
右
に
曲
が
り
、
突
き
当
た
っ
て
左
へ
、
さ
ら
に
少
し
先

を
左
に
曲
が
る
「
コ
」
の
字
形
の
道
が
特
徴
で
す
。
真
ん

中
に
大
き
な
生
簀
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
ま
す
が
、
江

戸
の
防
衛
上
、
直
線
の
道
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
も
。

 
規

模
が

小
さ

く
、
そ
う
広
く
も

な
い

宿
場

の
割

に
寺

社
が

あ
り

ま
す
。
宿
に
入
っ

て
す

ぐ
日

蓮
宗

の
立
増
寺
、
真
言

宗
の
宝
蓮
寺
が
。

芝
増

上
寺

系
の

西
念

寺
に

は
「

池
須

守
」
（

い
け

す
の

か
み
）
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
宿
場
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
生
簀
の

番
人
の
墓
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
浄
心
寺
に
は
、
二
・

二
六
事
件
の
犠
牲
に
な
っ
た
清
水
巡
査
の
墓
も
。
 

 
「
コ
」
の
字
の
２
辺
目
を
突
き
当
た
る
と
国
道
６
号
と

合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
が

水
戸
街
道
と
佐
倉
街
道
の
分
岐

点
。
こ
こ
を
左
折
し
て
旧
道
を
進
み
ま
す
。
静
か
な
住
宅

街
と
な
っ
て
い
る
道
を
歩
き
続
け
、
常
磐
線
金
町
駅

の
近

く
を
通
り
、
同
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
と
、
旧
道
は
右
手

の
江
戸
川
と
並
ぶ
よ
う
な
形
に
。
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今
号

の
ご

案
内

 


 

令
和

元
年

が
始

動
 


 

新
し

い
“
顔

”
を

紹
介
 


 

町
会

行
事

の
お

知
ら

せ
 


 

水
戸

街
道

物
語

 
第

８
回
 

 
令

和
令

和
令

和
令

和
元

年
度

元
年

度
元

年
度

元
年

度
    

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

東
町
会

東
町
会

東
町
会

東
町
会

    
第 第第第
2
2
2
2
2
2
2
2
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
 

 
令

和
元

年
度

と
な

る
第

2
2
期
定
期
総
会
が
、

４
月

1
3
日
、
豊
小
学
校

体
育

館
で

開
か

れ
ま

し
た

。
各

区
の

新
旧

班
長

さ
ん

ら
委

任
状

を
合

わ
せ

て
約

2
0
0

人
が

出
席
。
第
１
部
は
３
区
区
長
の
三
井
祥
正
さ
ん
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成

3
0
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
報
告
、

新
年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
、
す

べ
て
の
議
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
第
２

部
で

は
民

生
委
員

な
ど
来

賓
が

紹
介

さ
れ
た

あ
と

１
～

４
区

の
区

長
さ

ん
か

ら
１

年
間

の
活

動
を

報
告
。
夏

祭
り

で
の

担
当
模

擬
店
の

苦
労

話
や

、
防
災

研
修
な
ど

イ
ベ

ン
ト

の
様
子

が
紹
介

さ
れ

ま
し

た
。
ま

た
成
年
部

、
明

寿
会

、
子
供

会
、
消

防
分

団
、

事
務
局

広
報
部
、

婦
人

部
の

活
動
報

告
も
あ

り
、

町
会

の
地
域

活
動
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
る
と
い
う
第
２
部
で
し
た
。
 

●
各
区
、
団
体
が
活
動
報
告
 

●
将
軍
は
“
船
の
橋
”
で
渡
河
 

 
堤

を
下

り
て

少
し

歩
け

ば
旧

道
の
宿
場
通
り
。

通
り
を
左
折
し
、

左
側

の
松

戸
郵

便
局

の
あ

た
り

に
、
本
陣
が
あ
り

ま
し
た
。
 

※
街
道
探
検
の
詳
細
は
、
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 

ご
覧
く
だ
さ
い
 

 
第
２
部
の
冒
頭
、
学
童

の
見
守

り
活

動
を

続
け

て
い

る
今

井
都

夫
さ

ん
に

町
会

か
ら

感
謝

状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
井

さ
ん

は
６

年
ほ

ど
前

か
ら

毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
の
下
校
時
に
、

高
橋
酒
店
前
の
交
差
点
で
、
学
童

の
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

●
見
守
り
活
動
の
今
井
さ
ん
に
感
謝
状
 

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
。
町

会
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
軸
に
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
縁
活
動
へ
歩

を
進
め
ま
す
。
余
生
の
長
く
な
っ

た
い
ま
、
リ
タ
イ
ア
後
の
居
場
所

が
み
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

新
た

な
時

代
に

第
一

歩
を

！
新

た
な

時
代

に
第

一
歩

を
！

新
た

な
時

代
に

第
一

歩
を

！
新

た
な

時
代

に
第

一
歩

を
！
 

会
長

会
長

会
長

会
長
 
佐

野
治

人
佐

野
治

人
佐

野
治

人
佐

野
治

人
 

聞
き
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
で
す
が
、
そ
の
居
場

所
の
一
つ
に
自
分
の
暮
ら
す
地
域
を
加
え
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
時
代
の
変
わ
り
目
を
迎
え
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
「
地
域
で
育
て
ら
れ
て
巣
立
ち
」
、
「
社
会
人

と
し
て
活
躍
し
た
後
は
」
、
「
地
域
に
戻
っ
て
後
進
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
余
生
を
楽
し
む
」
と
い
う
輝
き
の

あ
る
人
生
を
享
受
す
る
た
め
に
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 
（
挨
拶
要
旨
）
 

前
期
繰
越

2,3
60

町
会
費

5,5
88

一
般
支
出

2,5
32

柏
市
助
成
金

2,8
74

助
成
金
等

2,8
54

雑
収
入
等

41
5

イ
ベ
ン
ト
等

3,9
41

特
別
支
出

1,0
70

次
期
繰
越

84
0

合
計

11
,2
37

合
計

11
,2
37

平
成
30
年
度
 
町
会
収
支
報
告
（
単
位
：
千
円
）

収
入

支
出

前
期
繰
越

68
8

防
災
費

1,0
23

災
害
用
備
品
等

68
防
災
訓
練
費

12
3

消
防
団
助
成
金

68
0

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

15
次
期
繰
越

82
5

合
計

1,
71

1
合
計

1,
71

1

豊
町
東
町
会
自
主
防
災
組
織
（
単
位
：
千
円
）

収
入

支
出

 
亀
有

駅
前

か
ら

旧
水
戸

街
道

に
出

て
北
へ

進
め

ば
ま

も
な
く

中
川

。
か

つ
て
こ

こ
に

渡
し

場
が
あ

っ
て

、
向

う
岸
の

新
宿

（
に

寺
で
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
美
し
い
日
本
庭
園
が
印

象
的
で
し
た
。
 

 
車
の
往
来
が
激
し
い
旧
道
を
避
け
て
、
江
戸
川
の
堤

防
上
を
歩
き
、
右
前
方
に
松
戸
市
街
の
ビ
ル
が
見
え
る

と
葛
飾
橋
。
で
も
本
来
の
旧
道
は
も
う
少
し
先
ま
で
あ

っ
て
、
金
町
松
戸
関
所
を
経
て
、
渡
し
船
で
対
岸
の
松

戸
宿
へ
渡
り
ま
し
た
。
関
所
の
役
割
り
は
重
く
、
と
く

に
江
戸
へ
の
鉄
砲
の
持
ち
込
み
と
、
江
戸
か
ら
の
大
名

家
の

子
女

の
脱

出
を

厳
し

く
取

り
締

ま
り

ま
し

た
。
関
所
の
遺
構

は
な
に
も
な
く
、

関
所

跡
の

表
示

板
が
あ
る
の
み
。
 

  
一

般
の

旅
人

は
渡

し
船

を
利

用
し

ま
し

た
が

、
小

金
原

の
狩

に
向

か
う

将
軍

は
、

急
遽

作
ら

れ
る

船
の

橋
「
船
橋
」
で
渡
り
ま
し
た
。
当
時
の
川
幅
は
7
0
間

（
約
1
2
7
ｍ
）
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
川
幅
の
分
だ
け
船

を
並

べ
、

流
さ

れ
な

い
よ

う
岸

の
木

と
綱

で
結

ん
で

固
定
。
船
上
に
板
を
渡
し
、
土
を
盛
っ
て
“
橋
”
に
し

ま
し

た
。

将
軍

は
馬

に
乗

っ
た

ま
ま

船
橋

を
渡

る
の

で
す
。
そ
の
様
子
を
伝
え
る
錦
絵
に
は
、
な
ん
と
橋
の

わ
き
に
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
関

所
跡

か
ら

少
し

戻
り

、
葛

飾
橋

を
渡

っ
て

松
戸

市
へ

。
江

戸
川

沿
い

に
あ

る
河

岸
に

よ
り

水
運

も
盛

ん
だ

っ
た

松
戸

宿
。

金
町

か
ら

の
船

が
発

着
し

た
と

さ
れ
る
下
横
町
の
渡
船
場
が
宿
の
玄
関
口
で
し
た
。
 

会
⻑

佐
野
治
人

副
会
⻑
（
総
務
）

遠
山
幹
夫

副
会
⻑
（
会
計
）

礒
部
検
四
郎

副
会
⻑
（
防
犯
交
通
）

三
井
祥
正

副
会
⻑
（
環
境
整
備
）

松
崎
力

新
任

会
計
監
査

岩
原
広
也

会
計
監
査

鈴
木
英
男

１
区
区
⻑

高
橋
正
栄

２
区
区
⻑

⿊
澤
聡
明

３
区
区
⻑

三
井
祥
正

副
会
⻑
兼
務

４
区
区
⻑

礒
部
検
四
郎

副
会
⻑
兼
務

令
和
元
年
度
 
町
会
役
員
（
敬
称
略
）

※
役

員
改

選
期

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
副

会
長

に
松

崎
力

さ
ん

が
 

選
任

さ
れ

ま
し

た
。

 

（
つ
づ
く
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す
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介
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紹
介
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ま
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地
域

活
動

は
地

域
活

動
は

地
域

活
動

は
地

域
活

動
は

2
8

2
8

2
8

2
8

年
に

も
年

に
も

年
に

も
年

に
も
 

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

    
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
 

ゴ
ミ

ゼ
ロ

運
動

に
参

加
し

よ
う

！
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
に

参
加

し
よ

う
！

ゴ
ミ

ゼ
ロ

運
動

に
参

加
し

よ
う

！
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
に

参
加

し
よ

う
！
 

    

 
今

年
も

市
内

全
域

で
実

施
さ

れ
ま

す
。
当
町
会
の
ゴ
ミ

の
集
積
場
所
は
、
ふ

る
さ
と
会
館
（
１
・

３
・

４
区

）
、
低

見
台
公
園
（
２
区
）
の

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生
 

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

    
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
 

み
ん

な
で

応
援

し
よ

う
み

ん
な

で
応

援
し

よ
う

み
ん

な
で

応
援

し
よ

う
み

ん
な

で
応

援
し

よ
う
 

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

    

こ
ん
ど
は
町
会
の
成
年
部
に
入
っ
て
、
部
長
を
つ
と
め

る
な
ど
、
合
わ
せ
て

2
8
年
間
も
地
域
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
成
年
部
は
夏
祭
り
の
準
備
な
ど
い
く
つ
も
あ

る
町
会
イ
ベ
ン
ト
の
実
働
部
隊
。
部
員
は
青
壮
年
が
多

く
、
松
崎
さ
ん
を
は
じ
め

、
み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て

い
ま
す
が
「
若
手
が
気
持
ち

よ
く
協
力
し
て
く
れ
、
楽

し
く
で
き
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
４
人
い
る
副
会
長

の
中
で
は
最
も

若
い
。
「

抱
負
な
ん
て
言

え
る
柄
で

は
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
延
長
と

し
て
地
域
の
た
め
に
、
人

の
た
め
に
何
か
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。
 

「 「「「
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
」 」」」

    

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

    
土

田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん
 

２
か
所
で
す
。
自
宅
を
出
て
道
路
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
お
近

く
の
集
積
所
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（
豊
町
）
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
仕
事
を
持
つ
団
員
た
ち
は
、
大
会
に
備
え
て
、

夜
間

豊
小

学
校

校
庭

で
特

訓
に

励
ん

で
き

ま
し

た
。

身
近

な
防

災
の

担
い

手
の

皆
さ

ん
の

健
闘

の
様

子
を
、
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
４
月
の
異
動
で

市
教
委

指
導

課
か
ら
着
任
。「

赴
任
し
て
ま
だ

わ
ず
か
で
す
が
、

学
校
と

地
域

の
つ
な
が
り
が
深

い
な
と

感
じ

ま
し
た
」
と
い
う

の
が
第

一
印

象
と
か
。
５
月

1
8
日
に
は
運
動

会
が
あ
り
、
保
護

者
の
方

が
た

く
さ
ん
見
え
る
の

で
、
交

流
を

楽
し
み
た
い
と
い
い
ま
す
。
 

 
豊
四
季
と
い
う
町
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
で
き
る
だ
け
町
に
出
て
、
み
な
さ
ん
の

学
校

に
対

す
る

思
い

な
ど

を
知

る
よ

う
に

し
た

い
」

と
、
地
域
を
知
り
、
人
を
知
る
こ
と
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
す
。
 

 
趣
味
を
た
ず
ね
る
と
「
自
分
で
楽
し
む
の
は
と
く
に

な
い
。
子
供
や
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
の
が
趣
味
か
な
ぁ
」
。
小
学
１
年
、
２
年
の
２
児
を
持

つ
と
い
う
、
お
父
さ
ん
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
地

域
活

動
と

の
か

か
わ

り
は
、
2
6
歳
で
消
防
団

分
団
に

入
っ
て
以
来
。
「
ス
ポ

ー
ツ
少

年
団

で
野

球
を

や
っ

て
い

た
時
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
」
の
入

団
で
し
た
。
地
域
の
防
災
に
取

り
組
む
こ
と
実
に

1
6
年
。
4
0

歳
を

過
ぎ

て
若

い
人

を
入

れ
る
た
め
に
退
団
し
ま
し
た
が
、

元
気

太
鼓

な
ど

い
ま

ま
で

子
供

会
が

育
て

て
き

た
も

の
を

し
っ

か
り

と
受

け
継

い
で

い
く

こ
と

か
ら

始
め

た
い
」
と
。
前
会
長
の
福

島
優
子
さ
ん
ら
町
会
の
青
少

年
対

策
室

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

き
ま

す
。
 

 
町
会
の
仕
事
は
成
年
部
で
１
年
弱
の
経
験
の
み
。
で

も
、
勤
め
先
と
家
を
往
復
す
る
だ
け
だ
っ
た
生
活
が
一

変
し
た
と
い
い
ま
す
。
夏
祭
り
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

で
の
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
と
て
も
新
鮮
で
、
楽

し
い
と
感
じ
た
と
か
。
新
鮮
な
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
会
の

発
展
が
楽
し
み
で
す
。
 

 
「
豊

小
に
通

う
子
供

が
い
る

わ
け
で

も
な
い

私
に
子

供
会
の

こ
と
が

で
き
る

か
し
ら

」
と
思

っ
た
そ

う
で
す

が
、
何

も
知
ら

な
い
、

怖
い
も

の
知
ら

ず
で
引

き
受
け
た
と
い
い
ま
す
。「

み
な

さ
ん
の

力
を
借

り
な
け

れ
ば
、

な
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

元
気
太

鼓
な
ど

い
ま
ま

で
子
供

 
4
1

歳
と

い
う

若
い

部
長

の
誕
生

で
す

。
副

会
長

と
な

っ
た

松
崎
力
さ
ん
の
後
任
。
3
4
歳
で

成
年

部
入

り
。

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

で
若

い
家

庭
が

あ
っ

て
、

た
め

ら
い

は
な

か
っ

た
か

と
聞

く
と

「
町

会
で

班
長

の
経

験
が

あ
っ

た
し

、
仕

事
、

家
庭

に
加

え
て

地
域

の
こ

と
を

生
活

の
一

部
に

 
令
和
元
年
の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
、
町
会
の
新
し
い
顔

を
紹
介
し
ま
す
。
5
0
代
前
半
の
副
会
長
、
4
1
歳
の
成

年
部
長
と
若
い
力
が
登
場
し
、
児
童
の
保
護
者
で
は
な

い
子
供
会
長
も
誕
生
。
ま
た
４
月
の
人
事
異
動
で
豊
小

学
校
教
頭
に
土
田
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ

わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 
恒
例
の

消
防
操

法
大
会
が

、
６
月

２
日
（
日
）
、
大
堀

川
防
災
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

公
園
で

開
か
れ
ま

す
。
第

２
方
面
第

８
分
団

実
働

部
隊

の
若

き
リ

ー
ダ

ー
実

働
部

隊
の

若
き

リ
ー

ダ
ー

実
働

部
隊

の
若

き
リ

ー
ダ

ー
実

働
部

隊
の

若
き

リ
ー

ダ
ー
 

成
年
部

長
成

年
部

長
成

年
部

長
成

年
部

長
    
二

宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん
 

組
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
苦
に
は
な
ら
な
い
」
と
の

こ
と
。
成
年
部
は
町
会
の
実
働
部
隊
と
い
う
大
切
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
。
現
在
、
総
勢

2
1
人
（
う
ち
女
性
５
人
）

で
、

み
な

さ
ん

仕
事

を
持

っ
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

す
。
「
町
会

の
活
動
を

支
え
る
た
め
に

、
も
っ
と

部
員

を
増
や
し
た

い
」
と
い

い
ま
す
。
「
今

ま
で
や
っ

て
き

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
踏
襲
し
、
そ
の
上
で
、
令
和

の
時
代
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
い
」
と
い
う
の
が
就

任
の
弁
。
“

飲
み
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
”
で

部
員
の
交

流
も

活
発
な
よ
う
で
す
。
若
き
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
は
大
。

 
町

会
の

新
し

い
特

別
会

員
で
す
。
時
間
貸
し
の
レ
ン

タ
ル
ル
ー
ム
で
、
展
示
会
、

会
議

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
会

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
場
所

は
ふ

る
さ

と
会

館
前

の
旧

は
ふ

る
さ

と
会

館
前

の
旧

水
戸

街
道

を
越

え
る

細
い

道
路
を

1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
左
側
。
 

☎
 
0
4
-
7
1
7
4
-
5
8
7
8
 

●
「
Sk
i
p
れ
ん
た
ル
ー
ム
」
特
別
会
員
に
 

    
５
月

５
月

５
月

５
月

2
6

2
62
6

2
6
日
（
日

）
日
（
日

）
日
（
日

）
日
（
日

）
    

8
:
0
0

8
:
0
0

8
:
0
0

8
:
0
0
～ ～～～
1
0
:
0
0

1
0
:
0
0

1
0
:
0
0

1
0
:
0
0
    

    
・ ・・・
自

宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

） ）））
    

    
・ ・・・
自

宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

（
２
区

（
２
区

（
２
区

（
２
区

） ）））
 

 
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
の

慰
労

と
町

内
の

親
睦

を
目

的
と

し
た

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

大
会
を
、
昼
ご
ろ
か

ら
低

見
台

公
園

で
実
施
し
ま
す
。
成
年
部
が
中
心
に
な
っ
て
準
備
や
運
営

に
当
た
り
、
肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
野
菜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
用
意
し
、
炭
火
で
香
ば
し
く
焼
き

上
げ
ま
す
。
 

 
参
加
は
自
由
。
親
子
で
、
ご
近
所
誘
い
合
わ
せ
て
、

お
友
だ
ち
同
士
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
未
婚
の
男
女

の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル
も
用
意
し
ま
す
。
出
会
い
の
き
っ

か
け
に
な
る
か
も
。
 

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！
 

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

    
 

 
町
内
全
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
１

～
４
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
自
分
の
住
む
町
を

回
り
ま
す
。
消
防
団
員
が
協
力
し
、
拍
子
木
を
た
た
き
、

ハ
ン

ド
マ

イ
ク

で
防

犯
や

火
の

用
心

を
呼

び
掛

け
て

の
パ
ト
ロ
ー
ル
。
集
合
場
所
は
１
区
、
３
区
、
４
区

は
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
、
２
区
は
低
見
台
公
園
。
参
加
し

た
人
に
は
ゴ
ミ
袋
、
ド
リ
ン
ク
（
子
供
）
の
お
み
や

げ
が
あ
り
ま
す
。
 

「
災

害
図

上
訓

練
」

に
参

加
し

よ
う

！
「

災
害

図
上

訓
練

」
に

参
加

し
よ

う
！

「
災

害
図

上
訓

練
」

に
参

加
し

よ
う

！
「

災
害

図
上

訓
練

」
に

参
加

し
よ

う
！
 

日
程
は

日
程
は

日
程
は

日
程
は

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

    

さ
ん
が
助
け
を
求
め
て
い
る
」
な
ど
。
自
分
た
ち
が
作

っ
た

地
図

を
も

と
に

、
救

助
の

方
法

な
ど

を
話

し
合

い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
─
と
い
う
訓
練
。
机

上
の
訓
練
で
す
が
、
み
ん
な
が
想
像
力
を
働
か
せ
、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ち
が

っ
た

意
見

や
発

想
が

出
る

な
ど
、“

ゲ
ー
ム
感
覚
”
も
あ
る
の
で
、
け
っ
こ
う
盛
り

上
が
り
ま
す
。
 

 
訓

練
は

各
区

ご
と

に
実

施
し

ま
す

。
日

程
は

班
長

さ
ん
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
地

図
が

で
き

あ
が

る
と

次
に

「
想

定
課

題
」
が
出
さ
れ
ま
す
。

例
え

ば
「

地
震

で
高

齢
男

性
が

家
具

の
下

敷
き

と
な

っ
て

、
奥

 
自

分
た

ち
が

住
む

町
を

知
っ

て
災

害
に

備
え

る
「

災
害

図
上

訓
練

」
を

豊
町

ふ
る

さ
と

会
館

で
実

施
し

ま
す

。
図

上
訓

練
と

は
聞

き
な

れ
な

い
言

葉
で

す
が

、
自

分
た

ち
で

地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
そ
れ
を
も
と
に
避
難
、

救
助
な
ど
の
対
応
を
探
ろ
う
と
い
う
訓
練
で
す
。
 

 
数

人
ず

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
机

上
に

地
図

を
広
げ
ま
す
。
町
内
全
域
の
危
険
な
場
所
や
建
物
、
細

い
道
路
、
避
難
可
能
な
場
所
、
医
療
機
関
や
薬
局
、
薬

店
、
医
師
・
看
護
師
の
自
宅
、
災
害
時
に
協
力
し
て
も

ら
え

そ
う

な
企

業
や

商
店

な
ど

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
色

別
の

印
を

つ
け

て
い

き
ま

す
。

こ
の

作
業

だ
け

で
も

長
年

住
ん

で
い

る
の

に
気

づ
か

な
か

っ
た

と
い

う
発

見
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。
 

●
昼
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
 

町
会

イ
ベ

ン
ト

の
町

会
イ

ベ
ン

ト
の

町
会

イ
ベ

ン
ト

の
町

会
イ

ベ
ン

ト
の

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

    



 
 

新
し

い
顔

新
し

い
顔

新
し

い
顔

新
し

い
顔

    
紹

介
し

ま
す

紹
介

し
ま

す
紹

介
し

ま
す

紹
介

し
ま

す
    

令
和
元
年
5
月
1
日
発
行
 

N
o
. 
2
 

令
和
元
年
5
月
1
日
発
行
 

N
o
. 
3
 

地
域

活
動

は
地

域
活

動
は

地
域

活
動

は
地

域
活

動
は

2
8

2
8

2
8

2
8

年
に

も
年

に
も

年
に

も
年

に
も
 

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

    
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
松
崎

力
さ

ん
 

ゴ
ミ

ゼ
ロ

運
動

に
参

加
し

よ
う

！
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
に

参
加

し
よ

う
！

ゴ
ミ

ゼ
ロ

運
動

に
参

加
し

よ
う

！
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
に

参
加

し
よ

う
！
 

    

 
今

年
も

市
内

全
域

で
実

施
さ

れ
ま

す
。
当
町
会
の
ゴ
ミ

の
集
積
場
所
は
、
ふ

る
さ
と
会
館
（
１
・

３
・

４
区

）
、
低

見
台
公
園
（
２
区
）
の

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生

保
護

者
で

は
な

い
会

長
が

誕
生
 

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

子
供
会

会
長

    
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
本
部

洋
子
さ

ん
 

み
ん

な
で

応
援

し
よ

う
み

ん
な

で
応

援
し

よ
う

み
ん

な
で

応
援

し
よ

う
み

ん
な

で
応

援
し

よ
う
 

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

消
防
操

法
大
会

    

こ
ん
ど
は
町
会
の
成
年
部
に
入
っ
て
、
部
長
を
つ
と
め

る
な
ど
、
合
わ
せ
て

2
8
年
間
も
地
域
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
成
年
部
は
夏
祭
り
の
準
備
な
ど
い
く
つ
も
あ

る
町
会
イ
ベ
ン
ト
の
実
働
部
隊
。
部
員
は
青
壮
年
が
多

く
、
松
崎
さ
ん
を
は
じ
め

、
み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て

い
ま
す
が
「
若
手
が
気
持
ち

よ
く
協
力
し
て
く
れ
、
楽

し
く
で
き
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
４
人
い
る
副
会
長

の
中
で
は
最
も

若
い
。
「

抱
負
な
ん
て
言

え
る
柄
で

は
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
延
長
と

し
て
地
域
の
た
め
に
、
人

の
た
め
に
何
か
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。
 

「 「「「
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
」 」」」

    

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

豊
小
学

校
教
頭

    
土

田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん

土
田
真
治

さ
ん
 

２
か
所
で
す
。
自
宅
を
出
て
道
路
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
お
近

く
の
集
積
所
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（
豊
町
）
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
仕
事
を
持
つ
団
員
た
ち
は
、
大
会
に
備
え
て
、

夜
間

豊
小

学
校

校
庭

で
特

訓
に

励
ん

で
き

ま
し

た
。

身
近

な
防

災
の

担
い

手
の

皆
さ

ん
の

健
闘

の
様

子
を
、
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
４
月
の
異
動
で

市
教
委

指
導

課
か
ら
着
任
。「

赴
任
し
て
ま
だ

わ
ず
か
で
す
が
、

学
校
と

地
域

の
つ
な
が
り
が
深

い
な
と

感
じ

ま
し
た
」
と
い
う

の
が
第

一
印

象
と
か
。
５
月

1
8
日
に
は
運
動

会
が
あ
り
、
保
護

者
の
方

が
た

く
さ
ん
見
え
る
の

で
、
交

流
を

楽
し
み
た
い
と
い
い
ま
す
。
 

 
豊
四
季
と
い
う
町
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
で
き
る
だ
け
町
に
出
て
、
み
な
さ
ん
の

学
校

に
対

す
る

思
い

な
ど

を
知

る
よ

う
に

し
た

い
」

と
、
地
域
を
知
り
、
人
を
知
る
こ
と
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
す
。
 

 
趣
味
を
た
ず
ね
る
と
「
自
分
で
楽
し
む
の
は
と
く
に

な
い
。
子
供
や
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
の
が
趣
味
か
な
ぁ
」
。
小
学
１
年
、
２
年
の
２
児
を
持

つ
と
い
う
、
お
父
さ
ん
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
地

域
活

動
と

の
か

か
わ

り
は
、
2
6
歳
で
消
防
団

分
団
に

入
っ
て
以
来
。
「
ス
ポ

ー
ツ
少

年
団

で
野

球
を

や
っ

て
い

た
時
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
」
の
入

団
で
し
た
。
地
域
の
防
災
に
取

り
組
む
こ
と
実
に

1
6
年
。
4
0

歳
を

過
ぎ

て
若

い
人

を
入

れ
る
た
め
に
退
団
し
ま
し
た
が
、

元
気

太
鼓

な
ど

い
ま

ま
で

子
供

会
が

育
て

て
き

た
も

の
を

し
っ

か
り

と
受

け
継

い
で

い
く

こ
と

か
ら

始
め

た
い
」
と
。
前
会
長
の
福

島
優
子
さ
ん
ら
町
会
の
青
少

年
対

策
室

が
全

面
的

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

き
ま

す
。
 

 
町
会
の
仕
事
は
成
年
部
で
１
年
弱
の
経
験
の
み
。
で

も
、
勤
め
先
と
家
を
往
復
す
る
だ
け
だ
っ
た
生
活
が
一

変
し
た
と
い
い
ま
す
。
夏
祭
り
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

で
の
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
と
て
も
新
鮮
で
、
楽

し
い
と
感
じ
た
と
か
。
新
鮮
な
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
会
の

発
展
が
楽
し
み
で
す
。
 

 
「
豊

小
に
通

う
子
供

が
い
る

わ
け
で

も
な
い

私
に
子

供
会
の

こ
と
が

で
き
る

か
し
ら

」
と
思

っ
た
そ

う
で
す

が
、
何

も
知
ら

な
い
、

怖
い
も

の
知
ら

ず
で
引

き
受
け
た
と
い
い
ま
す
。「

み
な

さ
ん
の

力
を
借

り
な
け

れ
ば
、

な
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

元
気
太

鼓
な
ど

い
ま
ま

で
子
供

 
4
1

歳
と

い
う

若
い

部
長

の
誕
生

で
す

。
副

会
長

と
な

っ
た

松
崎
力
さ
ん
の
後
任
。
3
4
歳
で

成
年

部
入

り
。

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

で
若

い
家

庭
が

あ
っ

て
、

た
め

ら
い

は
な

か
っ

た
か

と
聞

く
と

「
町

会
で

班
長

の
経

験
が

あ
っ

た
し

、
仕

事
、

家
庭

に
加

え
て

地
域

の
こ

と
を

生
活

の
一

部
に

 
令
和
元
年
の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
、
町
会
の
新
し
い
顔

を
紹
介
し
ま
す
。
5
0
代
前
半
の
副
会
長
、
4
1
歳
の
成

年
部
長
と
若
い
力
が
登
場
し
、
児
童
の
保
護
者
で
は
な

い
子
供
会
長
も
誕
生
。
ま
た
４
月
の
人
事
異
動
で
豊
小

学
校
教
頭
に
土
田
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ

わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 
恒
例
の

消
防
操

法
大
会
が

、
６
月

２
日
（
日
）
、
大
堀

川
防
災
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

公
園
で

開
か
れ
ま

す
。
第

２
方
面
第

８
分
団

実
働

部
隊

の
若

き
リ

ー
ダ

ー
実

働
部

隊
の

若
き

リ
ー

ダ
ー

実
働

部
隊

の
若

き
リ

ー
ダ

ー
実

働
部

隊
の

若
き

リ
ー

ダ
ー
 

成
年
部

長
成

年
部

長
成

年
部

長
成

年
部

長
    
二

宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん

二
宮
弘

樹
さ
ん
 

組
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
苦
に
は
な
ら
な
い
」
と
の

こ
と
。
成
年
部
は
町
会
の
実
働
部
隊
と
い
う
大
切
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
。
現
在
、
総
勢

2
1
人
（
う
ち
女
性
５
人
）

で
、

み
な

さ
ん

仕
事

を
持

っ
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

す
。
「
町
会

の
活
動
を

支
え
る
た
め
に

、
も
っ
と

部
員

を
増
や
し
た

い
」
と
い

い
ま
す
。
「
今

ま
で
や
っ

て
き

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
踏
襲
し
、
そ
の
上
で
、
令
和

の
時
代
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
い
」
と
い
う
の
が
就

任
の
弁
。
“

飲
み
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
”
で

部
員
の
交

流
も

活
発
な
よ
う
で
す
。
若
き
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
は
大
。

 
町

会
の

新
し

い
特

別
会

員
で
す
。
時
間
貸
し
の
レ
ン

タ
ル
ル
ー
ム
で
、
展
示
会
、

会
議

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
会

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
場
所

は
ふ

る
さ

と
会

館
前

の
旧

は
ふ

る
さ

と
会

館
前

の
旧

水
戸

街
道

を
越

え
る

細
い

道
路
を

1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
左
側
。
 

☎
 
0
4
-
7
1
7
4
-
5
8
7
8
 

●
「
Sk
i
p
れ
ん
た
ル
ー
ム
」
特
別
会
員
に
 

    
５
月

５
月

５
月

５
月

2
6

2
62
6

2
6
日
（
日

）
日
（
日

）
日
（
日

）
日
（
日

）
    

8
:
0
0

8
:
0
0

8
:
0
0

8
:
0
0
～ ～～～
1
0
:
0
0

1
0
:
0
0

1
0
:
0
0

1
0
:
0
0
    

    
・ ・・・
自

宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

自
宅
～
ふ

る
さ

と
会
館

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

（
１

・
３
・

４
区

） ）））
    

    
・ ・・・
自

宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

自
宅
～
低

見
台

公
園

（
２
区

（
２
区

（
２
区

（
２
区

） ）））
 

 
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運

動
の

慰
労

と
町

内
の

親
睦

を
目

的
と

し
た

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

大
会
を
、
昼
ご
ろ
か

ら
低

見
台

公
園

で
実
施
し
ま
す
。
成
年
部
が
中
心
に
な
っ
て
準
備
や
運
営

に
当
た
り
、
肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
野
菜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
用
意
し
、
炭
火
で
香
ば
し
く
焼
き

上
げ
ま
す
。
 

 
参
加
は
自
由
。
親
子
で
、
ご
近
所
誘
い
合
わ
せ
て
、

お
友
だ
ち
同
士
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
未
婚
の
男
女

の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル
も
用
意
し
ま
す
。
出
会
い
の
き
っ

か
け
に
な
る
か
も
。
 

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

参
加

を
！
 

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

６
月
１

日
（
土

）
午

後
６
時

か
ら

    
 

 
町
内
全
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
１

～
４
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
自
分
の
住
む
町
を

回
り
ま
す
。
消
防
団
員
が
協
力
し
、
拍
子
木
を
た
た
き
、

ハ
ン

ド
マ

イ
ク

で
防

犯
や

火
の

用
心

を
呼

び
掛

け
て

の
パ
ト
ロ
ー
ル
。
集
合
場
所
は
１
区
、
３
区
、
４
区

は
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
、
２
区
は
低
見
台
公
園
。
参
加
し

た
人
に
は
ゴ
ミ
袋
、
ド
リ
ン
ク
（
子
供
）
の
お
み
や

げ
が
あ
り
ま
す
。
 

「
災

害
図

上
訓

練
」

に
参

加
し

よ
う

！
「

災
害

図
上

訓
練

」
に

参
加

し
よ

う
！

「
災

害
図

上
訓

練
」

に
参

加
し

よ
う

！
「

災
害

図
上

訓
練

」
に

参
加

し
よ

う
！
 

日
程
は

日
程
は

日
程
は

日
程
は

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

班
長
さ

ん
に

お
問
い

合
わ

せ
を

    

さ
ん
が
助
け
を
求
め
て
い
る
」
な
ど
。
自
分
た
ち
が
作

っ
た

地
図

を
も

と
に

、
救

助
の

方
法

な
ど

を
話

し
合

い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
─
と
い
う
訓
練
。
机

上
の
訓
練
で
す
が
、
み
ん
な
が
想
像
力
を
働
か
せ
、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ち
が

っ
た

意
見

や
発

想
が

出
る

な
ど
、“

ゲ
ー
ム
感
覚
”
も
あ
る
の
で
、
け
っ
こ
う
盛
り

上
が
り
ま
す
。
 

 
訓

練
は

各
区

ご
と

に
実

施
し

ま
す

。
日

程
は

班
長

さ
ん
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
地

図
が

で
き

あ
が

る
と

次
に

「
想

定
課

題
」
が
出
さ
れ
ま
す
。

例
え

ば
「

地
震

で
高

齢
男

性
が

家
具

の
下

敷
き

と
な

っ
て

、
奥

 
自

分
た

ち
が

住
む

町
を

知
っ

て
災

害
に

備
え

る
「

災
害

図
上

訓
練

」
を

豊
町

ふ
る

さ
と

会
館

で
実

施
し

ま
す

。
図

上
訓

練
と

は
聞

き
な

れ
な

い
言

葉
で

す
が

、
自

分
た

ち
で

地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
そ
れ
を
も
と
に
避
難
、

救
助
な
ど
の
対
応
を
探
ろ
う
と
い
う
訓
練
で
す
。
 

 
数

人
ず

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
机

上
に

地
図

を
広
げ
ま
す
。
町
内
全
域
の
危
険
な
場
所
や
建
物
、
細

い
道
路
、
避
難
可
能
な
場
所
、
医
療
機
関
や
薬
局
、
薬

店
、
医
師
・
看
護
師
の
自
宅
、
災
害
時
に
協
力
し
て
も

ら
え

そ
う

な
企

業
や

商
店

な
ど

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
色

別
の

印
を

つ
け

て
い

き
ま

す
。

こ
の

作
業

だ
け

で
も

長
年

住
ん

で
い

る
の

に
気

づ
か

な
か

っ
た

と
い

う
発

見
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。
 

●
昼
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
 

町
会

イ
ベ

ン
ト

の
町

会
イ

ベ
ン

ト
の

町
会

イ
ベ

ン
ト

の
町

会
イ

ベ
ン

ト
の

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ
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発
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●
「
コ
」
の
字
形
の
宿
 

●
「
池
須
守
」
の
墓
 

●
葛
西
囃
子
発
祥
の
神
社
 

 
道

路
右

手
に

あ
る

葛
西
神

社
と

、
少

し
先

の
左
手

に
あ

る
光
蔵

寺
へ

。
葛

西
神

社
は

元
歴
２

年
（
1
1
8
5
）

創
建

と
い

わ
れ
る

古
い

神
社
。

葛
西

囃
子

（
か

さ
い
ば

や
し

）
発
祥

の
地

と
さ

れ
、

境
内
に

「
葛

西
ば
や

し
」

の
石

碑
が

あ
り
ま

す
。

光
蔵
寺

も
貞

応
元

年
（

1
2
2
2
）

僧
法
海

が
草

庵
を

結
ん

だ
の

が
始
ま

り
と

い
わ
れ

る
古

い

い
じ
ゅ
く
）
へ
は
船
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
千
住
に
次
ぐ

２
番

目
の

宿
で

す
が

、
大

名
な

ど
が

泊
ま

る
本

陣
は

な
く
、
一
般
旅
人
用
の
旅
籠
の
み
。
宿
に
入
っ
て
す
ぐ
直
角

に
右
に
曲
が
り
、
突
き
当
た
っ
て
左
へ
、
さ
ら
に
少
し
先

を
左
に
曲
が
る
「
コ
」
の
字
形
の
道
が
特
徴
で
す
。
真
ん

中
に
大
き
な
生
簀
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
ま
す
が
、
江

戸
の
防
衛
上
、
直
線
の
道
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
も
。

 
規

模
が

小
さ

く
、
そ
う
広
く
も

な
い

宿
場

の
割

に
寺

社
が

あ
り

ま
す
。
宿
に
入
っ

て
す

ぐ
日

蓮
宗

の
立
増
寺
、
真
言

宗
の
宝
蓮
寺
が
。

芝
増

上
寺

系
の

西
念

寺
に

は
「

池
須

守
」
（

い
け

す
の

か
み
）
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
宿
場
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
生
簀
の

番
人
の
墓
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
浄
心
寺
に
は
、
二
・

二
六
事
件
の
犠
牲
に
な
っ
た
清
水
巡
査
の
墓
も
。
 

 
「
コ
」
の
字
の
２
辺
目
を
突
き
当
た
る
と
国
道
６
号
と

合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
が

水
戸
街
道
と
佐
倉
街
道
の
分
岐

点
。
こ
こ
を
左
折
し
て
旧
道
を
進
み
ま
す
。
静
か
な
住
宅

街
と
な
っ
て
い
る
道
を
歩
き
続
け
、
常
磐
線
金
町
駅

の
近

く
を
通
り
、
同
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
と
、
旧
道
は
右
手

の
江
戸
川
と
並
ぶ
よ
う
な
形
に
。
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今
号

の
ご

案
内

 


 

令
和

元
年

が
始

動
 


 

新
し

い
“
顔

”
を

紹
介
 


 

町
会

行
事

の
お

知
ら

せ
 


 

水
戸

街
道

物
語

 
第

８
回
 

 
令

和
令

和
令

和
令

和
元

年
度

元
年

度
元

年
度

元
年

度
    

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

ス
タ

ー
ト

    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

東
町
会

東
町
会

東
町
会

東
町
会

    
第 第第第
2
2
2
2
2
2
2
2
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
期
定

期
総

会
 

 
令

和
元

年
度

と
な

る
第

2
2
期
定
期
総
会
が
、

４
月

1
3
日
、
豊
小
学
校

体
育

館
で

開
か

れ
ま

し
た

。
各

区
の

新
旧

班
長

さ
ん

ら
委

任
状

を
合

わ
せ

て
約

2
0
0

人
が

出
席
。
第
１
部
は
３
区
区
長
の
三
井
祥
正
さ
ん
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成

3
0
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
報
告
、

新
年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
、
す

べ
て
の
議
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
第
２

部
で

は
民

生
委
員

な
ど
来

賓
が

紹
介

さ
れ
た

あ
と

１
～

４
区

の
区

長
さ

ん
か

ら
１

年
間

の
活

動
を

報
告
。
夏

祭
り

で
の

担
当
模

擬
店
の

苦
労

話
や

、
防
災

研
修
な
ど

イ
ベ

ン
ト

の
様
子

が
紹
介

さ
れ

ま
し

た
。
ま

た
成
年
部

、
明

寿
会

、
子
供

会
、
消

防
分

団
、

事
務
局

広
報
部
、

婦
人

部
の

活
動
報

告
も
あ

り
、

町
会

の
地
域

活
動
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
る
と
い
う
第
２
部
で
し
た
。
 

●
各
区
、
団
体
が
活
動
報
告
 

●
将
軍
は
“
船
の
橋
”
で
渡
河
 

 
堤

を
下

り
て

少
し

歩
け

ば
旧

道
の
宿
場
通
り
。

通
り
を
左
折
し
、

左
側

の
松

戸
郵

便
局

の
あ

た
り

に
、
本
陣
が
あ
り

ま
し
た
。
 

※
街
道
探
検
の
詳
細
は
、
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 

ご
覧
く
だ
さ
い
 

 
第
２
部
の
冒
頭
、
学
童

の
見
守

り
活

動
を

続
け

て
い

る
今

井
都

夫
さ

ん
に

町
会

か
ら

感
謝

状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
井

さ
ん

は
６

年
ほ

ど
前

か
ら

毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
の
下
校
時
に
、

高
橋
酒
店
前
の
交
差
点
で
、
学
童

の
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

●
見
守
り
活
動
の
今
井
さ
ん
に
感
謝
状
 

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
。
町

会
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
軸
に
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
縁
活
動
へ
歩

を
進
め
ま
す
。
余
生
の
長
く
な
っ

た
い
ま
、
リ
タ
イ
ア
後
の
居
場
所

が
み
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

新
た

な
時

代
に

第
一

歩
を

！
新

た
な

時
代

に
第

一
歩

を
！

新
た

な
時

代
に

第
一

歩
を

！
新

た
な

時
代

に
第

一
歩

を
！
 

会
長

会
長

会
長

会
長
 
佐

野
治

人
佐

野
治

人
佐

野
治

人
佐

野
治

人
 

聞
き
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
で
す
が
、
そ
の
居
場

所
の
一
つ
に
自
分
の
暮
ら
す
地
域
を
加
え
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
時
代
の
変
わ
り
目
を
迎
え
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
「
地
域
で
育
て
ら
れ
て
巣
立
ち
」
、
「
社
会
人

と
し
て
活
躍
し
た
後
は
」
、
「
地
域
に
戻
っ
て
後
進
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
余
生
を
楽
し
む
」
と
い
う
輝
き
の

あ
る
人
生
を
享
受
す
る
た
め
に
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 
（
挨
拶
要
旨
）
 

前
期
繰
越

2,3
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町
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88

一
般
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出
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柏
市
助
成
金

2,8
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助
成
金
等

2,8
54

雑
収
入
等

41
5

イ
ベ
ン
ト
等

3,9
41

特
別
支
出

1,0
70

次
期
繰
越

84
0

合
計

11
,2
37

合
計

11
,2
37

平
成
30
年
度
 
町
会
収
支
報
告
（
単
位
：
千
円
）

収
入

支
出

前
期
繰
越

68
8

防
災
費

1,0
23

災
害
用
備
品
等

68
防
災
訓
練
費

12
3

消
防
団
助
成
金

68
0

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

15
次
期
繰
越

82
5

合
計

1,
71

1
合
計

1,
71

1

豊
町
東
町
会
自
主
防
災
組
織
（
単
位
：
千
円
）

収
入

支
出

 
亀
有

駅
前

か
ら

旧
水
戸

街
道

に
出

て
北
へ

進
め

ば
ま

も
な
く

中
川

。
か

つ
て
こ

こ
に

渡
し

場
が
あ

っ
て

、
向

う
岸
の

新
宿

（
に

寺
で
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
美
し
い
日
本
庭
園
が
印

象
的
で
し
た
。
 

 
車
の
往
来
が
激
し
い
旧
道
を
避
け
て
、
江
戸
川
の
堤

防
上
を
歩
き
、
右
前
方
に
松
戸
市
街
の
ビ
ル
が
見
え
る

と
葛
飾
橋
。
で
も
本
来
の
旧
道
は
も
う
少
し
先
ま
で
あ

っ
て
、
金
町
松
戸
関
所
を
経
て
、
渡
し
船
で
対
岸
の
松

戸
宿
へ
渡
り
ま
し
た
。
関
所
の
役
割
り
は
重
く
、
と
く

に
江
戸
へ
の
鉄
砲
の
持
ち
込
み
と
、
江
戸
か
ら
の
大
名

家
の

子
女

の
脱

出
を

厳
し

く
取

り
締

ま
り

ま
し

た
。
関
所
の
遺
構

は
な
に
も
な
く
、

関
所

跡
の

表
示

板
が
あ
る
の
み
。
 

  
一

般
の

旅
人

は
渡

し
船

を
利

用
し

ま
し

た
が

、
小

金
原

の
狩

に
向

か
う

将
軍

は
、

急
遽

作
ら

れ
る

船
の

橋
「
船
橋
」
で
渡
り
ま
し
た
。
当
時
の
川
幅
は
7
0
間

（
約
1
2
7
ｍ
）
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
川
幅
の
分
だ
け
船

を
並

べ
、

流
さ

れ
な

い
よ

う
岸

の
木

と
綱

で
結

ん
で

固
定
。
船
上
に
板
を
渡
し
、
土
を
盛
っ
て
“
橋
”
に
し

ま
し

た
。

将
軍

は
馬

に
乗

っ
た

ま
ま

船
橋

を
渡

る
の

で
す
。
そ
の
様
子
を
伝
え
る
錦
絵
に
は
、
な
ん
と
橋
の

わ
き
に
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
関

所
跡

か
ら

少
し

戻
り

、
葛

飾
橋

を
渡

っ
て

松
戸

市
へ

。
江

戸
川

沿
い

に
あ

る
河

岸
に

よ
り

水
運

も
盛

ん
だ

っ
た

松
戸

宿
。

金
町

か
ら

の
船

が
発

着
し

た
と

さ
れ
る
下
横
町
の
渡
船
場
が
宿
の
玄
関
口
で
し
た
。
 

会
⻑

佐
野
治
人

副
会
⻑
（
総
務
）

遠
山
幹
夫

副
会
⻑
（
会
計
）

礒
部
検
四
郎

副
会
⻑
（
防
犯
交
通
）

三
井
祥
正

副
会
⻑
（
環
境
整
備
）

松
崎
力

新
任

会
計
監
査

岩
原
広
也

会
計
監
査

鈴
木
英
男

１
区
区
⻑

高
橋
正
栄

２
区
区
⻑

⿊
澤
聡
明

３
区
区
⻑

三
井
祥
正

副
会
⻑
兼
務

４
区
区
⻑

礒
部
検
四
郎

副
会
⻑
兼
務

令
和
元
年
度
 
町
会
役
員
（
敬
称
略
）

※
役

員
改

選
期

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
副

会
長

に
松

崎
力

さ
ん

が
 

選
任

さ
れ

ま
し

た
。

 

（
つ
づ
く
）
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